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６． F-4断層及びF-11断層の活動性評価

６．１ F-4断層及びF-11断層開削調査箇所に分布する
堆積物の地層区分

６．２ 上載地層法によるF-4断層及びF-11断層の活動性評価



628628

①F-4断層の活動性評価(1/2) 一部修正(H28/5/13審査会合)

調査位置図

G地点

F-4断層開削調査箇所

F-11断層開削調査箇所

F-3断層開削調査箇所

F-1断層開削調査箇所
F-1断層開削

調査箇所近傍露頭1

Hm1段丘露頭

F-1断層開削
調査箇所近傍露頭2

○F-4断層開削調査箇所では，基盤岩(神恵内層)の上位にHm2段丘堆積物※(亜
円～亜角礫の風化により褐色化を呈する砂礫層及び砂層)が認められる。

○F-4断層は，Hm2段丘堆積物に覆われており，Hm2段丘堆積物に変位・変形
は認められない。

○神恵内層上面の泥岩(礫)と砂質凝灰岩の境界におけるわずかな段差部
(SK-7)には，粘土の付着は認められない。

○Hm2段丘堆積物に変位・変形は認められないことから，F-4断層に後期更新
世以降の活動は認められない。

※Hm2段丘堆積物の堆積年代は，5.1.3章の検討におけるケース1及びケース2においてMIS9，ケース3においてMIS11

６．２ 上載地層法によるF-4断層及びF-11断層の活動性評価

トレンチ箇所

断層開削調査箇所

露頭調査箇所

Hm3段丘面

Hm2段丘面

凡 例



629629

①F-4断層の活動性評価(2/2) 一部修正(H28/5/13審査会合)

Hm2段丘堆積物中の礫の配列に
定向性は認められない。

F-4断層

神恵内層 Hm2段丘堆積物

F-4断層露頭スケッチ

凡 例

地質境界線

断 層

泊発電所発電用原子炉設置変更許可申請書
(平成25年7月8日)添付図面

神恵内層
(泥岩(礫))

神恵内層
(砂質凝灰岩)

Hm2段丘堆積物

６．２ 上載地層法によるF-4断層及びF-11断層の活動性評価
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②F-11断層の活動性評価(1/5) 一部修正(H28/5/13審査会合)

露頭スケッチ(F-11断層開削調査箇所)

開削調査範囲(全体図)

スケッチの外側の円は法面保護工の外枠を示す。

下図左端へ

上図右端へ

詳細スケッチは次頁に示す

○F-11断層開削調査箇所では，基盤岩(神恵内層)の上位にHm2段丘堆積物※(亜円～亜角礫のクサリ礫を含む砂礫層及び礫混じりシ
ルト層)が認められる。

G地点

F-4断層開削調査箇所

F-11断層開削調査箇所

F-3断層開削調査箇所

Hm1段丘露頭

トレンチ箇所

断層開削調査箇所

露頭調査箇所

Hm3段丘面

Hm2段丘面

H0段丘面群

凡 例

調査位置図

神恵内層

Hm2段丘堆積物

神恵内層

神恵内層

Hm2段丘堆積物

※Hm2段丘堆積物の堆積年代は，5.1.3章の検討におけるケース1及びケース2においてMIS9，ケース3においてMIS11

６．２ 上載地層法によるF-4断層及びF-11断層の活動性評価
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②F-11断層の活動性評価(2/5) 一部修正(H28/5/13審査会合)

露頭拡大写真

露頭拡大スケッチ

Hm2段丘堆積物に変位・変形は認
められない。

神恵内層

Hm2段丘堆積物

Hm2段丘堆積物の堆積状
況に乱れは認められない。

○開削調査箇所におけるF-11断層
の走向・傾斜は，N57°W/28°W
を示す。

○F-11断層はHm2段丘堆積物に覆
われており，Hm2段丘堆積物に変
位・変形は認められない。

○Hm2段丘堆積物の堆積状況に乱れ
は認められない。

○Hm2段丘堆積物に変位・変形が認
められないことから，F-11断層に
後期更新世以降の活動は認められ
ない。

６．２ 上載地層法によるF-4断層及びF-11断層の活動性評価
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②F-11断層の活動性評価(3/5) 一部修正(H28/5/13審査会合)

○F-11断層開削調査箇所付近に位置する敷地造成工事時露
頭においても，基盤岩(神恵内層)の上位にHm2段丘堆積物
(亜円～亜角礫のクサリ礫を含む砂礫層及び赤褐色シルト層)
が認められる。

○本露頭においても，F-11断層の性状を追加確認した。
○F-11断層はHm2段丘堆積物に覆われており，Hm2段丘堆積

物に変位・変形は認められない。
○Hm2段丘堆積物の堆積状況に乱れは認められない。

全景写真(敷地造成工事時露頭)

↑
F-11断層

神恵内層(砂質凝灰岩)

Hm2段丘堆積物

神恵内層(泥質凝灰岩)

砂層

標高：約61m

G地点

F-4断層開削調査箇所

F-11断層開削調査箇所

F-3断層開削調査箇所

Hm1段丘露頭

敷地造成工事
時露頭

写真撮影方向

トレンチ箇所

断層開削調査箇所

敷地造成工事時確認箇所

露頭調査箇所

Hm3段丘面

Hm2段丘面

H0段丘面群

凡 例

調査位置図○Hm2段丘堆積物に変位・変形が認められないことから，F-11
断層に後期更新世以降の活動は認められない。

６．２ 上載地層法によるF-4断層及びF-11断層の活動性評価
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②F-11断層の活動性評価(4/5) 一部修正(H28/5/13審査会合)

露頭スケッチ及び写真(敷地造成工事時露頭)

神恵内層(砂質凝灰岩)

神恵内層(泥質凝灰岩)

Hm2段丘堆積物

(詳細スケッチは次頁に示す)

６．２ 上載地層法によるF-4断層及びF-11断層の活動性評価
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②F-11断層の活動性評価(5/5) 一部修正(H28/5/13審査会合)

F-11断層付近の露頭写真

F-11断層付近の詳細スケッチ

神恵内層
(砂質凝灰岩)

神恵内層(泥質凝灰岩)

Hm2段丘堆積物

６．２ 上載地層法によるF-4断層及びF-11断層の活動性評価
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余白



636636

断層名 活動性評価結果

F-4 ○Hm2段丘堆積物に変位・変形が認められないことから，後期更新世以降の活動は認められない(P628～P629参照)。

F-11 ○Hm2段丘堆積物に変位・変形が認められないことから，後期更新世以降の活動は認められない(P630～P634参照)。

○6.1章の地層区分に関する検討の結果，F-4断層及びF-11断層開削調査箇所において基盤岩の上位に分布する海成堆積物は，Hm2段
丘堆積物※に区分される。

○上記地層区分を踏まえ，F-4断層及びF-11断層の活動性評価を下表のとおり実施した。

○F-4断層及びF-11断層は，後期更新世以降の活動は認められないことから，将来活動する可能性のある断層等に該当しないと評価さ
れる。

F-4及びF-11断層の活動性評価結果

まとめ

※Hm2段丘堆積物の堆積年代は，5.1.3章の検討におけるケース1及びケース2においてMIS9，ケース3においてMIS11

一部修正(R1/11/7審査会合)

６．２ 上載地層法によるF-4断層及びF-11断層の活動性評価
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７．総合評価



638638
７．総合評価

敷地及び敷地近傍の地形状況，文献断層，変位地形分布等の確認

１．敷地及び敷地近傍の地形

１．１ 敷地近傍の地形

１．２ 敷地の地形

敷地において11条の断層を認定した上で，断層と耐震重要施設※1

及び常設重大事故等対処施設※2との位置関係を整理

２．敷地の地質・地質構造

２．１ 敷地における地質調査結果

２．２ 敷地に認められる断層

２．３ 断層と耐震重要施設及び
常設重大事故等対処施設との位置関係

３．１ 断層の系統分類

３．２ 各断層系の新旧関係

11条の断層について，断層の特徴による系統分類を実施し，各断層
系の新旧関係を確認した上で，活動性評価対象断層を選定

３．断層の系統分類及び各断層系の新旧関係

５．１ F-1断層開削調査箇所付近に
分布する堆積物の地層区分

５．２ 上載地層法によるF-1断層の活動性評価

F-1断層について，将来活動する可能性のある断層等に該
当するか否かを評価

５．F-1断層の活動性評価

６．１ F-4断層及びF-11断層開削調査箇所に
分布する堆積物の地層区分

６．２ 上載地層法による
F-4断層及びF-11断層の活動性評価

F-4断層及びF-11断層について，将来活動する可能性の
ある断層等に該当するか否かを評価

６．F-4断層及びF-11断層の活動性評価

F-1断層開削調査箇所付近並びにF-4断層及びF-11断層開削調
査箇所に分布する堆積物の地層区分を実施するに当たり指標となる，
積丹半島西岸の海成段丘の特徴整理

４．積丹半島西岸における海成段丘の特徴の整理

将来活動する可能性のある断層等に該当しない

７．総合評価

※1 耐震設計上の重要度分類Sクラスの機器・系統及びそれらを支持する建物・構築物
※2 常設耐震重要重大事故防止設備又は常設重大事故緩和設備が設置される重大事故等対処施設(特定重大事故等対処施設を除く)

高角逆断層(O2)系
F-4断層

層面断層(y)系
F-11断層

高角逆断層(Y)系
F-1断層

高角逆断層(Y)系
F-1断層

層面断層(y)系
F-11断層

高角逆断層(O2)系
F-4断層

【活動時期が古い断層系】
高角逆断層(O1)系
F-2断層，F-5断層，F-6断層

低角逆断層系
F-7断層

層面断層(o)系
F-9断層，F-10断層

○露頭観察
○はぎとり転写試料観察
○礫種・礫の形状調査
○研磨片観察

○薄片観察
○火山ガラスの屈折率測定・

主成分分析
○硬度測定 等

○露頭観察
○はぎとり転写試料観察
○X線CT画像観察 等

○露頭観察
○礫種・礫の形状調査
○火山ガラスの屈折率測定・

主成分分析

○粒度分析
○帯磁率測定 等

○露頭観察

【F-11断層に活動性評価を代表させる断層】
層面断層(y)系
F-3断層，F-8断層

再掲(R3/2/12審査会合)評価の流れ



639639
７．総合評価

【1章】
○敷地及び敷地近傍では，変位地形等は認められない。
○敷地を含む積丹半島西岸では，段丘面の傾動は認められない。
【2章】
○敷地においてF-1断層～F-11断層の11条の断層を認定した。
○11条の断層は，3号炉における耐震重要施設及び常設重大事故等対処施設の直下

に位置しないことを確認した。
【3章】
○11条の断層は，断層の種類，走向・傾斜，性状及び断層内物質の主な変質鉱物か

ら，6つの断層系に分類した。
○活動時期がより新しい層面断層(y)系については，最も連続性が良いF-11断層を代

表とし，上載地層法による活動性評価を行うこととした。
○切りあいの関係が認められない高角逆断層(Y)系のF-1断層及び高角逆断層(O2)

系のF-4断層については，それぞれ上載地層法による活動性評価を行うこととした。
【4章】
○上載地層法による活動性評価を実施するに当たっては，F-1断層開削調査箇所付近

並びにF-4断層及びF-11断層開削調査箇所に分布する堆積物の地層区分を実施す
る必要がある。

○地層区分は，積丹半島西岸との段丘対比を基本とすることから，その指標となる当該
段丘の特徴の整理を行った。

【5章】
○開削調査箇所(北側)において，F-1断層に関連する小断層は，MIS7か或いはそれ

よりも古い海成層に挟在するTf2ユニットに変位・変形を与えていない。
○開削調査箇所(南側)において，F-1断層に関連する小断層は，MIS7か或いはそれ

よりも古い海成層と整合一連のTs3aユニット及びTs3bユニットに変位・変形を与えて
いない。

○したがって，F-1断層は，上載地層であるTf2ユニット，Ts3aユニット及びTs3bユニット
に変位・変形を与えておらず，後期更新世以降の活動は認められないことから，将来
活動する可能性のある断層等には該当しないと評価される。

【6章】
○F-4断層及びF-11断層は，上載地層であるHm2段丘堆積物に変位・変形を与えて

おらず，後期更新世以降の活動は認められないことから，将来活動する可能性のあ
る断層等には該当しないと評価される。

○敷地に認められる11条の断層(F-1断層～F-11断層)は，将来活動
する可能性のある断層等に該当しないと評価される。

F-4断層は，Hm2段丘堆積物に
変位・変形を与えていない

F-1断層は，Tf2ユニット，Ts3aユニット及び
Ts3bユニットに変位・変形を与えていない

切りあいの関係が認められない断層系

高角逆断層
(Ｙ)系
F-1

高角逆断層
(O2)系
F-4

新旧関係

古い新しい

活動時期の新旧関係が明らかな断層系

層面断層
(y)系

F-3，F-8，F-11

低角
逆断層系

F-7

高角逆断層
(O1)系

F-2，F-5，F-6

層面断層
(o)系

F-9，F-10

F-11断層は，Hm2段丘堆積物に
変位・変形を与えていない

上載地層の地層区分

断 層
上載
地層

地層区分

ケース1 ケース2 ケース3

F-1断層

Tf2
ユニット

MIS9以前の海成層に
挟在する

河成の堆積物

Hm3段丘堆積物
(MIS7)に挟在する

河成の堆積物

Hm3段丘堆積物
(MIS9)に挟在する

河成の堆積物

Ts3a
ユニット

MIS9以前の
斜面堆積物

MIS7の
斜面堆積物

MIS9の
斜面堆積物

Ts3b
ユニット

MIS9以前の
斜面堆積物

MIS7の
斜面堆積物

MIS9の
斜面堆積物

F-4断層
F-11断層

Hm2
段丘

堆積物

Hm2段丘堆積物
(MIS9)

Hm2段丘堆積物
(MIS9)

Hm2段丘堆積物
(MIS11)

積丹半島西岸における海成段丘の特徴

段 丘
海洋酸素
同位体
ステージ

基盤岩の
上面標高(EL.)

段丘堆積物の
上面標高(EL.)

旧汀線高度

高位
段丘

Hm2段丘 MIS9 約54～64m 約57～65m 約63～74m

Hm3段丘 MIS7 約39～46m 約41～48m 約48m

再掲(R3/2/12審査会合)
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